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発表項目

・かいろう基山の活動の様子

・資源化商品の紹介
特に竹にすむ乳酸菌と酵母を使ったものづくり
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かいろう：快老

かいろう基山の名前の由来

＋快(皆)労、朗
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H29.1.21

皆さん実に元気です。
そして、このような年齢になってもこうして山に入り、地域や環境保全
のために働いているという意識がみんなの喜びでもあります。

８８歳 ８５歳７７歳：聴覚障碍者
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●設 立：平成１６年１月、法人には同年１２月に登録
●定款目的：高齢者社会を迎えさらに高齢化が進む現在、高齢者

自らが積極的に健康を維持し、老いを楽しみながら
地域社会に貢献できる事業を行って、地域の発展・
活性化に貢献すること

●活動理念：「癒しの里山づくり～何度でも訪れたい緑と清流の
森づくり」を目標として活動し、地域社会に貢献す
ること

●活動内容：環境の保全､子どもの健全育成､経済活動の活性化、
まちづくりの推進の４つを実施

特に環境保全では、森林を侵食する孟宗竹を伐採処理して
里山の保全を図るため、①森林保全活動、②市民力の養成、
③竹の資源化の３つの事業を実施しています。①は私たちの
普段の活動。これを市民と協働でできるよう②を、伐りだし
た竹や枯竹を地域の中で資源として循環させるために③を実
施しています。
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●活動基軸：森づくりをとおし、人づくり、地域づくり
●会 員：67名、うち労働力を提供する会員20名で、

火～金曜日6～9名弱、土曜日は10～12名の方が出勤
●活動日時：火～土曜 08:30～11:30 毎日活動しています。
○年間実績…230日前後活動
・2019年度 活動者延数 2,403人､うち森づくり 834人(35％) 
・2018年度 〃 2,883人､ 〃 966人(34％)  
・2017年度 〃 3,160人、 〃 1,148人(36％) 
・年間約1,000㎡の伐竹(2017年度までは、約3,000㎡の伐竹)
＆ 5.3haの新竹狩り､下草刈り､つる切り等の育樹を実施

・市民参加のイベントを年7回
竹伐り４回…5/16(中止),7/18,11/28,2/20
下草刈り２回…6/20(中止),9/19     植樹１回…2/27(？)

・市民が安全に作業できるためのリーダー養成を21年度から実
施し、現在までに市民111名が参加、内47名を森林ボランテ
ィアリーダーに養成
育林市民力養成講座…毎月第１・２土曜日に実施 6
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杉

杉

杉

竹に侵食され荒廃した杉林
9



○作業風景、作業地の遠景、伐竹後の作業地
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竹きり活動の様子① 竹きり活動の様子②

育林市民力養成講座の様子 竹きりイベントの様子①
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かいろう基山の森林整備地域

基山町：森林面積 ８４１ｈａ

その８割が人工林で、多く
が荒廃

：昨年度まで完伐竹した地域

：伐竹進行中の地域

約６５０ha

整備面積：約 5.3ｈａ/12年間
年間約1,000本を伐竹しています。

：着手予定地域
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地域おこし仕組み図

孟宗竹等に侵食された里山

枯れ竹・枯れ木の整理整頓 大量に発生 燃料に活用

伐 竹 大量に発生
竹細工・竹製品

竹炭・竹酢液・竹パウダー・竹堆肥
販売

利益の一部を

ボランティア通貨
の原資に

農畜産に活用し、ブランド化を追求

地域の活力向上

市民、地域内、地域と地域間のコミュニティが育成される。
森づくりをとおし、人づくりをする。

人と自然が輝くまちづくり

植 樹

維持管理

（下刈り等）

里山再生

（公益的機能の回復）

FSC森林認証の取れる森づくり
再生した里山の有効活用

当面：憩いエリアの造成、農家レストラン、林内散策路の整備、記念植樹の森

将来：森林セラピー、樹木葬、CO2取引業・仲介業等

「育林市民力養成講座」で

森林ボランティアリーダー
を育成中

農畜産家と共同開発
・土壌改良
・畜産飼料配合
・畜舎の抗菌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
貨
（
注
※
）

（佐賀県基山町のまちづくりの目標です。）

・浄化槽、建築用の竹炭

・食材としての竹パウダー

注※

①森林整備活動
②市民力の養成

③竹の資源化

森林ボランティアリーダー
＋

市民（中学生以上）
消防団（災害予防）

（企業の森づくり）

属紙 ５つの顧客と４つの売り込み

④地域通貨の創出

＋

企 業
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農家レストラン

竹林（竹の子）

林内散策路

憩いエリア

クラインガルテンの里
（地域の人と福岡市民との交流） 貸し田畑

貸し田畑

貸し田畑

基山町園部地区地域活性化概念図

炭焼窯

資源のための竹林

農畜産物のブランド化

農畜産物のブランド化

公園

竹炭、竹酢液、竹パウダー
竹堆肥小屋→工場
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特 徴
○ シニアのボランティア団体：会員67名（うち60歳以上50名,女性6名）
労働力の提供者：20名、6～12名弱／日（平均年齢70歳強）

○ とにかく多士済々の方々の集まりで、何でもできる！！
○ 人材教育や自立するための資源化事業に取り組んでいる。
１ 育林市民力養成講座：森林ボランティアリーダーの養成
森林ボランティアリーダー47名、森林ボランティア64名 計111名

２ 竹の循環システムの構築
・ 竹炭、竹酢液、竹パウダーの製造販売
・ 乳酸菌酵母液とそれを使った豆乳ヨーグルトの製造（販売）
・ 竹チップを使用した牛糞堆肥づくりと販売（基山の力キヤマンパワー）
・ かいろうファーム…竹チップを使用した牛糞堆肥を使った

モデル農園、(有機JAS規格)の野菜販売での自立化
○ P・F・ドラッカーの非営利組織の本質を追及
１ 社会的な課題解決
「森林の荒廃による公益性の低下」を食い止め、向上させる活動

２ 市民性の創造
ボランティア（労働、寄付）をしたい市民を受け入れられる体制
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地域おこし仕組み図

孟宗竹等に侵食された里山

枯れ竹・枯れ木の整理整頓 大量に発生 燃料に活用

伐 竹 大量に発生
竹細工・竹製品

竹炭・竹酢液・竹パウダー・竹堆肥
販売

利益の一部を

ボランティア通貨
の原資に

農畜産に活用し、ブランド化を追求

地域の活力向上

市民、地域内、地域と地域間のコミュニティが育成される。
森づくりをとおし、人づくりをする。

人と自然が輝くまちづくり

植 樹

維持管理

（下刈り等）

里山再生

（公益的機能の回復）

FSC森林認証の取れる森づくり
再生した里山の有効活用

当面：憩いエリアの造成、農家レストラン、林内散策路の整備、記念植樹の森

将来：森林セラピー、樹木葬、CO2取引業・仲介業等

「育林市民力養成講座」で

森林ボランティアリーダー
を育成中

農畜産家と共同開発
・土壌改良
・畜産飼料配合
・畜舎の抗菌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
貨
（
注
※
）

（佐賀県基山町のまちづくりの目標です。）

・浄化槽、建築用の竹炭

・食材としての竹パウダー

注※

①森林整備活動
②市民力の養成

③竹の資源化

森林ボランティアリーダー
＋

市民（中学生以上）
消防団（災害予防）

（企業の森づくり）

属紙 ５つの顧客と４つの売り込み

④地域通貨の創出

＋

企 業

17



③竹の資源化

竹炭・竹酢液・竹パウダー・竹堆肥

竹細工・竹製品、竹の乳酸菌酵母液 販売

農畜産家と共同開発
・土壌改良
・畜産飼料配合
・畜舎の抗菌

農畜産に活用し、ブランド化を追求

地域の活力向上

※活用できてないもの
燃料に活用

利益を会員に還元
その一部を
ボランティア通貨
の原資に

・浄化槽、建築用の竹炭
・食材としての竹パウダー

枯れ竹、枯れ木の大量に発生

④地域通貨の創出

“地域おこし仕組み図”に基づき業務を進め、特に「③竹の資源化」を推し進め、
行政と一体となって、「竹の循環システムを構築」して、自立化を図るとともに、
地域通貨の創出まで歩を進めながら地域の活力向上を目指していきます。
27年度から特に力を入れている事業は、次の緑の線の部分です。

「地方創生」事業提案内容

目的：放置竹林の解消を行
ない、事業としての自立化
を図る。このため、「竹の循
環システム」を構築
・伐採した竹から「竹チップ」
「竹パウダー」を製造
・畜産農家と連携し、これを
敷料として利用
・「きゅう肥」を作り、耕種農
家が肥料として使用
・多くの市民が参加する「市
(町)民活動」にしていく

⇑

これを産学官民で実施
していく。

竹の消し炭にして
牛舎の敷料に投入

属紙 ５つの顧客と４つの売り込み
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敷料交換後14日目(27.8.11)10日目29日目

竹きり 竹の搬出 竹チップ作り

竹チップを牛の敷料（２W毎交換）に使用牛のきゅう肥（堆肥）

田畑への肥料 米、野菜作り
（宮浦地区、ｱﾋﾞｵｽﾌｧｰﾑ）

農家を募集中

収 穫 販 売

九州大学：竹チップ、きゅう肥施用土壌の成分分析

竹の循環システムの構築

竹を資源とした地域おこし事業(チャレンジ交付金事業）
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牛ふん堆肥｢基山の力｣の分析結果
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花が終了した際の根の比較（Ｒ１．１０．１５）

マリーゴールドでの比較
植え付け直後(Ｒ１．６．９) Ｒ１．９．１７

市販の培養土 土壌改良材「基山の力」

23



牛ふん堆肥｢基山の力｣を使用した生ごみコンポスト

牛ふん堆肥｢基山の力｣８㎏使用
使用開始：８月４日
１１月１７日現在（１０６日間）
２７．０㎏の生ごみを投入
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竹発酵液（竹粉末と砂糖に水道水を加えたもの）の抗菌活性
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広島大学薬学部部長 杉山氏
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